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1．   地震活動の概要

　昭和 62 年 2 月 6 日ころから，福島県沖で地震活動が活発化，有感を含む多数の地震が続発

した。この地震の活動概要は次のとおりである。

　第 1 図に白河における日別地震回数，第 2 図に本年 2 月 6 日～ 4 月 30 日までの地震の震源

分布，第 3 図に主な地震の震度分布，第 4 図にメカニズム解を示す。

　2 月 6 日 22 時 16 分頃，福島県沖を震源とする M6.7（暫定）の地震が発生し，小名浜・白

河で震度 5 を観測したほか，北海道から近畿地方にかけて有感となった。この地震により，福

島・宮城両県では窓ガラスが破損するなどの軽微な被害があった。

　また，この地震の前の 21 時 23 分にも M6.4（暫定）の地震があり，小名浜・白河で震度 4

を観測した。

　その後もこの周辺の地震活動は活発で，2 月 6 日から 4 月 30 日までの白河 67（1000 倍）の

記録による地震回数は 316 回，気象官署での有感地震は 24 回に達している。

　このうち 4 月 7 日 09 時 40 分には M6.6（暫定）の地震があり，小名浜で震度 5 を観測し，

建物の一部破損などの被害があった。また，4 月 23 日 05 時 13 分にも M6.5（暫定）の地震が

あり，白河で震度 5 を観測し，落石や窓ガラス破損などの被害があった。これら有感地震と各

地の震度については第 1 表に示してある。震度の最大は V（3 回）。

　2 月 6 日の地震の直後には余震が多発したが，4 月 7 日あるいは 4 月 23 日の地震後の余震は

比較的少ない。4 月 30 日までに M6.0 以上の地震は 5 回（M の最大 6.7）となった。4 月 7 日

以降の活動は，それまでの震源域に隣接した地域で活発化している。（第 2 図（b）①，②）。

〔注〕：5 月に入ってからの活動は 4 月に比べかなり弱まった。5 月 1 日～ 31 日までの白河（67

型）による地震回数は 48 回（うち有感 7 回）である。

2．   被害状況

　福島・宮城両県消防防災課及び宮城県警調べによると被害状況は次のとおりである。

　2 月 6 日 22 時 16 分

　　福島・宮城両県で窓ガラス破損のごく軽微な被害。

　4 月 7 日 09 時 40 分

　　 福島県

　　　人的被害：軽傷　　　　　　1 件（浪江町）

　　　建 造 物：窓ガラス破損　　7 件（新地町・相馬市・天栄村・船引町・富岡町）
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　　　　　　　　屋根瓦落下　　　6 件（双葉町・小高町・鹿島町・東村）

　　宮城県

　　　人的被害：なし

　　　建 造 物：窓ガラス破損　4 件（亘理町・仙台市）

　　　　　　　　屋根瓦落下　　3 件（白石市）

　　　　　　　　天井板落下　　1 件（仙台市）

　4 月 23 日 05 時 13 分

　　福島県

　　　人的被害：なし

　　　建 造 物：窓ガラス破損　4 件（相馬市・矢吹町）

　　　　　　　　屋根瓦ズレ　　3 件（大熊町・浪江町）

　　　　　　　　モルタル落下　1 件（相馬市）

　　　そ の 他：落石　　　　　1 件（ いわき市常磐上湯長谷町の市道へ直径 lm ぐらいの石

5 ～ 6 個）

　　　　　　　　商品等落下　　4 件（浪江町・原町・表郷村）

3．   この付近における過去の地震活動

　過去の地震活動分布を第 5 図（a）～（c）に示す。（a）の上段は震央分布，下段はその東西断

面図，図中の★は今回の地震のうち，M が最大となった地震の位置である。（b）と（c）は注

目すべき記録的な活動があった昭和 13（1938）年の活動分布で，これは活動の推移を把握し

やすいように，いくつかの期間ごとに区分して示した。

　この年は，まず 5 月 23 日 16 時 18 分に発生した M7.0 の地震（最大震度 V）を中心とする

一連の活動があってから，11 月にきわめて活発な活動がこの北東側とその付近で発生した。

11 月中の M6.0 以上の地震は 26 回（このうち M7.0 以上は 3 回）を記録，M の最大は 7.5（11

月 5 日 17 時 43 分・最大震度 V）となった。図の（b）はこの 2 つの活動のかかわり方を示す。

②に示されている空白部分を埋める形で③の活動（5 月 23 日→）が発生し，その後活動は④

のように周辺部に拡散，そして⑤の活動（11 月 5 日→）に及んでいる。①は②～⑤のとおし（1

月～ 12 月）である。図の（c）は，1926 年以降の同地域の M5.5 以上の震央分布を示す。①に

示す空白部分を埋める形で②の活動（1938 年）が発生した。その後は③に示すように②の震

源域の活動は比較的低い状態が続いていた。いずれも地震活動監視上，留意すべき事例である。

　第 6 図には 1926 年～ 1986 年における被害及び津波地震の分布を，第 2 表にはこれら地震

についての概要を示した。図表各地震に付した番号は，発生年代順に付した地震番号で各それ

ぞれが対応する。
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第 1 表　有感地震と各地の震度（福島県沖：1987 年 2 月 6 日～ 4 月 30 日）
Table 1　Felt earthquakes and seismic intensities （Off Fukushima Pref. : Feb. 6 － April 30， 1987）.
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第 2 表　福島県沖とその付近における過去の地震活動
（1926 年～ 1986 年の被害及び津波地震）

Table 2　 Seismic activity in and near the region off Fukushima Pref. （Damage & tsunami earthquakes，
1926 － 1986）.
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第 1 図　白河における日別地震回数（67 型・1,000 倍）
F：有感　UF：無感

Fig. 1　 Daily number of earthquakes observed at Shirakawa （67 type ・ 1,000 magnifications）.
　　　　F: Felt， UF: Unfelt.
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第 2 図　福島県沖の地震の震源分布（1987 年 2 月 6 日～ 4 月 30 日）
　　　　　 （a）：①震央分布，②東西断面図（2 月 6 日～ 4 月 30 日）。（b）: ①震央分布（2 月 6 日～ 4 月 6 日），②震央分布

（4 月 7 日～ 4 月 30 日）。
Fig. 2　 Hypocenter distribution for the earthquake in the region off Fukushima Pref. （Feb. 6 － Apr. 30， 1987）. 
　　　  （a）：①Epicentral distribution，② Vertical section of ① along the EW direction （Feb. 6 － Apr. 30）. （b）：①Epicentral distribution 

（Feb. 6 － Apr. 6），② Epicentral distribution （Apr. 7 － Apr. 30）.
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第 3 図　1987 年 2 月～ 4 月の福島県沖における地震の震度分布
Fig. 3　Distribution of seismic intensities for the earthquake in the region off Fukushima Pret.， Feb. － Apr. 1987.
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第 4 図　地震のメカニズム解（上半球投影）
● : 押し，　○ : 引き　　　

Fig. 4　Focal mechanism solutions （Projected on the upper hemisphere）.
⃝：Up，　　　⃝：down.　　　　　　　　　　　　　　　
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第 5 図　福島県沖の地震活動（1926 年 1 月 1 日～ 1987 年 2 月 5 日）
（a）：震央分布と東西断面図（1926 年 1 月 1 日～ 1987 年 2 月 5 日）。（b）：震央分布（1938
年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）。（c）：震央分布（1926 年 1 月 1 日～ 1986 年 10 月 31 日）。　　

Fig. 5　 Seismic activity in the region off Fukushima Pref. （Jan. 1， 1926 － Feb. 5， 1987）.
　　　  （a）：Epicentral distribution & Vertical section along the EW Direction （Jan. 1， 1926 － Feb. 5， 1987）．（b）： Epicentral distribution
　　　 （Jan. 1 － Dec. 31， 1938）．（c）：Epicentral distribution （Jan. 1， 1926 － Oct. 31， 1986）.
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第 5 図　つづき
Fig. 5　（Continued）
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第 6 図　 福島県沖とその付近における過去の地震活動（1926 年～ 1986 年の被害及び津
波地震）

Fig. 6　 Seismic activity in and near the region off Fukushima Pref. （Damage & tsunami earthquakes，     
1926 － 1986）.
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